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はじめに 2

「豊かな生活が維持・増進できる魅力ある都市群」の形成にあたり、地域が有する魅力を再認識

背景

した上で、定住人口及び交流人口を増やすための施策を展開することが必要。

（＝昨年度勉強会まとめ：提言④「沿線の魅力を活かした居住人口・交流人口の増加」）

昨年度実施した地方公共団体アンケート調査結果から、当該沿線地域は地域資源、観光資源

等の集客ポテンシャルを有していることを確認。

今年度 勉強会 線全体 集客ポ を活かすため 線 各地方 共 体⇒ 今年度の勉強会では、沿線全体の集客ポテンシャルを活かすために、沿線の各地方公共団体

及び鉄道事業者の連携による、沿線全体のブランディング・PR、沿線サービスの充実などの施

策を検討する。

沿線地域の魅力向上 １．ブランディング・ PR
（１）沿線生活のブランディング・情報発信

（２）沿線観光・イベントの企画・情報発信

沿線地域の利便性向上 ２．沿線サービスの充実

（１）生活サービスの質の向上のための取組み

（２）交流人口の回遊性向上のための取組み

沿線の魅力を活かした居住人口・交流人口の増加



取組みの事例

１ ブランディング・PR１．ブランディング・PR
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事例目次

（１）沿線生活のブランディング 情報発信
1．ブランディング・ PR

（１）沿線生活のブランディング・情報発信

（２）沿線観光・イベントの企画・情報発信

No. 事例 関連事業主体

1 流山市のブランディング・PR 流山市 地方公共団体

関連事業主体

2 東急のブランディング・PR 東急電鉄

3 かしわインフォメーションセンター NPO 柏市インフォメーション協会

鉄道事業者

NPO

4 つくばスタイル 茨城県、都市機構、つくば市、つくば
みらい市、守谷市

NPO

複数の地方公共団
体およびﾃﾞﾍﾞﾛｯﾊﾟｰ

5 JOBANアートライン協議会 常磐線沿線の地方公共団体8市区、
東京藝術大学、JR東日本

複数の地方公共団
体および鉄道事業

者等
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１．流山市のブランディング・PR（関連事業主体：流山市） 出典：流山市HP 等

都市のブランディング・PRのために、多様なメディアを活用し、広域エリアで展開する

パンフレット 流山市ウエルカムガイド流山市では、都市のブラ

ンディングのために、パン

フレット、HP、駅広告など

を活用し 広域 リ に

(株)昭文社 ことりっぷとのコラボレーション

を活用し、広域のエリアに

情報発信を行っている。

ウェブ

流山市HP、
流山市公式

駅広告

首都圏
駅広告PR流 市

PRサイト
平成23年度→
首都圏駅広告

駅広告PR 

↓平成24年度 首都圏駅広告（左：千代田線、右：半蔵門線）
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２．東急のブランディング・PR（関連事業主体：東急電鉄） 出典：東急電鉄HP 等

自社HPの一部を活用して、ライフスタイルに応じた沿線地

域の魅力発信 物件紹介などを行 ている域の魅力発信、物件紹介などを行っている

「ライフスタイルに見

合った住まい」を推合 住 」を推

進するために、「東

急電鉄の住まい」と

いうHPを立ち上げ、

沿線地域のブランデ沿線地域のブランデ

ィング向上、沿線地

域の魅力PRなどを

行い、沿線の物件を

紹介している。

※参考：「住みかえ」を軸にした各種事業メニューの拡充
沿線の成熟化に れて お住まいの皆さまの価値観やライ タイ も

たまプラザ周辺の開発エリアの紹介一例たまプラザ周辺の開発エリアの紹介一例

沿線の成熟化につれて、お住まいの皆さまの価値観やライフスタイルも
変化しています。当社ではそのような変化に対応するべく、住まいと暮ら
しに関連する事業メニューを、「住みかえ」を軸に拡充していくことで、沿
線価値を向上させながら、収益基盤を強化していくことを不動産事業戦
略の中核に掲げています 若年世代からシ ア世代までが 安心して略の中核に掲げています。若年世代からシニア世代までが、安心して
住むことができる環境づくりを行うことで、「住みたい街・住み続けたい街
・東急線沿線」を目指していきます。 （出典：東急電鉄HP）
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３．かしわインフォメーションセンター（関連事業主体：NPO 柏市インフォメーション協会）

写真出典：かしわインフォメーションセンターHP

都市のにぎわい創出・回遊性向上のために、多様なメディアを活用して情報発信する

柏駅に隣接する柏駅前第一商業協同組合ビル３階にある「かしわインフォメーションセンター」では、各種情報

の案内や、展示コーナー等を設けて各種情報の提供を行っている。

柏おもしろMAPシリーズ

2011年2010年 2012年

2003年よりインフォメーションセンター発行。下記はその一部。

ガッツリ食べたい！柏の男飯マップ

大人が楽しむ 柏のステキ☆ランチマップ大人が楽しむ 柏のステキ☆ランチマップ

※かしわインフォメーションセンタ
ーでは、HP、SNS（Facebook, 
T itt ）など 多様なメディアを

裏カシ＆柏☆裏のウラMAP
柏のやきとりマップ

Twitter）など、多様なメディアを
活用し、情報発信を行っている。
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４．つくばスタイル（関連事業主体：茨城県、都市機構、つくば市、つくばみらい市、守谷市） 出典：つくばエクスプレス
沿線のまちづくりHP

県、複数の市、デベロッパーが連携し、多様なメディアを活用して沿線のブランディング・PRを行う

つくばスタイル協議会
茨城県、都市機構、つくば市、つくばみらい市、守谷市が、つくばエクスプ
レス沿線で享受できる快適なライフスタイル＜つくばスタイル＞をブランド
化させ さらに大きなム ブメントへと発展させていくために設立化させ、さらに大きなムーブメントへと発展させていくために設立
つくばスタイル協議会の活動内容
1 つくばスタイルに係わる取組み全般の連携・調整を図る。
2. 協議会として、つくばスタイルを継続的に情報発信していくために、

事業を実施する以下の事業を実施する。
• つくばスタイルを体感し発信するワークショップ・イベント等の開催
• つくばスタイルを実践している団体や個人のサポート
• ホームページや情報ステーションを活用した情報発信
• その他、協議会の目的に合致し協議会で必要と判断する事業

twitter

ホームページ

facebook

Blog
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５．JOBANアートライン協議会（関連事業主体： 常磐線沿線の地方公共団体8市区、東京藝術大学、JR東日本）

出典：JOBANアートライン協議会

沿線の地域公共団体及び鉄道会社等が連携して、沿線全体のブランディングに取り組む

目的
JOBANアートライン協議会は、常磐線沿線の4区4市（台東区・荒川区・足立
区・葛飾区・松戸市・柏市・我孫子市・取手市）と東京藝術大学、そしてJR東葛飾 松戸市 柏市 孫 市 市） 東京藝術 、そ 東
日本東京支社が、アートをキーワードとして相互に関わりあい、常磐線と沿
線地域のイメージアップと活性化を図ることを目的にしている。
常磐線のイメージアップと沿線自治体の活性化を図ることを目的として、ア
ートを基調とした沿線情報の共有と連携環境の整備により 沿線内外へのトを基調とした沿線情報の共有と連携環境の整備により、沿線内外への
情報発信力の強化と交流人口の拡大を目指している。
事業内容
①JR常磐線沿線地域活性化についての調査・研究に関すること
②JR常磐線沿線地域活性化を図るイベント等普及 啓発に関すること②JR常磐線沿線地域活性化を図るイベント等普及・啓発に関すること
③資料の収集及び情報交換に関すること
④その他協議会の目的達成のために必要な事項に関すること

平成 年度事業 『 ト ブ 北千住 世界に平成24年度事業 『JOBAN アートアンブレラin北千住Vol.4～世界に一つのマ
イ傘を作ろう！～』
日時：平成24年10月10日（土） 10:00～15:00
JR東日本沿線の忘れ物傘にペイントを施し、再利用するアートプロジェクト
若手アーティストのライブペイントとペイント傘のワークショップ開催
チャリティー募金額： 123,500円



取組みの事例

２ 沿線サ ビスの充実２．沿線サービスの充実
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事例目次

（１）生活サービスの質の向上のための取組み （２）交流人口の回遊性向上のための取組み（１）生活サ ビスの質の向上のための取組み

① 沿線住民全体ターゲットの施策

② 子育て・ファミリー層ターゲットの施策

③ 高齢者ターゲットの施策

（２）交流人口の回遊性向上のための取組み

① イベントの開催

② 鉄道と集客施設とのパッケージ施策

③ 鉄道と2次交通とのパッケージ施策

No. 事例 関連事業主体
関連する取
り組み内容

小 急百貨店町 店 パ ク イド 小 急グ プ （ ）①1 小田急百貨店町田店のパーク＆ライド 小田急グループ （１）①

2 駅前送迎保育ステーション 流山市 （１）②

3 北陸鉄道のシルバー定期・金沢市シルバー
定期券助成制度

北陸鉄道、金沢市 （１）③
定期券助成制度

4 駅から歩くウォークラリー「えきぽ」 JR東日本八王子支社 （２）①

5 メトロ＆ぐるっとパス、都営deぐるっとパス 東京都歴史文化財団、東京メトロ、東京都交通
局

（２）②
局

6 せとまち × manaca 瀬戸まちづくり(株) 、瀬戸市商店街連合会（協
力：名古屋鉄道(株)、瀬戸市等）

（２）②

7 堺eco観光 堺市・ＪＲ西日本・南海電鉄・阪堺電気軌道 （２）③7 堺eco観光 堺市 ＪＲ西日本 南海電鉄 阪堺電気軌道 （２）③

8 レール＆レンタカーきっぷ （株）駅レンタカーシステム （２）③
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（１）生活サービスの質の向上のための取組み（①沿線住民全体ターゲットの施策）に関連する事例

１．小田急百貨店町田店のパーク＆ライド（関連事業主体：小田急グループ） 出典：小田急電鉄HP 小田急
グループの取組み 等

生活サ ビス施設と鉄道のパ ケ ジ施策により 買物客の生活の質を向上させる

百貨店の買物客が鉄道を利用して

来店する とにより 車からの公共

生活サービス施設と鉄道のパッケージ施策により、買物客の生活の質を向上させる

来店することにより、車からの公共

交通へのシフト、鉄道の利用促進が

期待できる。

2006年4月より、小田急電鉄（株）の

鉄道と駐車場を活用したパークアン

ドライドを実施ドライドを実施

小田急線の鶴川駅、相模大野駅、

海老名駅の3駅に隣接する指定駐

車場を利用し 小田急百貨店町田車場を利用し、小田急百貨店町田

店で一定額以上をお買い上げの客

に、当該駐車場の駐車サービス券

を発行発

利用実績：2011年度 14,071台
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（１）生活サービスの質の向上のための取組み（②子育て・ファミリー層ターゲットの施策）に関連する事例

２．駅前送迎保育ステーション（関連事業主体：流山市） 出典：流山市HP

公共交通を活用した保育サ ビスにより 子育て層の生活の質を向上させる

市内の指定保育所（園）を安心・安全のバス

で結び、登園・降園することが可能

登園
1.保護者が「自宅」から「送迎保育ステーション」へ送る。
2 「送迎保育ステ シ ン」からバスで「指定保育所（園）」 送る

公共交通を活用した保育サービスにより、子育て層の生活の質を向上させる

結 、 園 降園す 能
2.「送迎保育ステーション」からバスで「指定保育所（園）」へ送る。
降園
1.「指定保育所（園）」からバスで「送迎保育ステーション」へお迎え
・お預かり
2 「送迎保育ステ シ ン」に保護者がお迎え

送迎保育ステーション

• おおたかの森送迎保育ステーション（フォレ
2.「送迎保育ステーション」に保護者がお迎え

スト・キッズ・ガーデン内）：つくばエクスプレ

ス・東武野田線 流山おおたかの森駅東口

駅前ビル（ライフガーデン）4階

• 南流山送迎保育ステーション（サウス・キッ

ズ・プラザ内）：つくばエクスプレス・JR 南流

山駅 A2出口徒歩1分 新葉ラピス第4ビル1

階
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（１）生活サービスの質の向上のための取組み（③高齢者ターゲットの施策）に関連する事例

３．北陸鉄道のシルバー定期・金沢市シルバー定期券助成制度 （関連事業主体：北陸鉄道、金沢市）

出典：北陸鉄道HP・金沢市HP

金沢市シルバー定期券助成制度北陸鉄道のシルバー定期

バス、鉄道を利用する高齢者の費用負担を軽減し、高齢者の生活の質を向上させる

金沢市では、高齢者公共交通利用促進事業として、シ
ルバー定期券の助成制度を実施

対象者：金沢市内に住所を有する運転免許証を持た
ない７０歳以上の方

北陸鉄道では、日常の足として手軽に路線バスを利
用していただくことを目的に、満７０歳以上の高齢者を
対象とする「シルバー定期券」を発売

割安な定期料金でグループ会社の路線バス（一部区 な 歳以 方

助成の内容：北陸鉄道が販売している「シルバー定期
券」（通常1ヶ月7,000円）の購入を一部助成

免許証を持たな 歳 上 購入

割安な定期料金でグル プ会社の路線 ス（ 部区
間および路線を除く）および鉄道全線に乗車可能

シルバー定期で利用可能な区間：北陸鉄道グループ
が運行する鉄道・路線バス全線（以下の6社）

（北陸鉄道 北鉄金沢バス 加賀白山バス 加賀温泉 免許証を持たない70歳以上
の人

6,000円で購入
（市が1,000円助成）

免許証を自主返納した70歳
以上の人（ただし 自主返納

5,000円で購入

（北陸鉄道、北鉄金沢バス、加賀白山バス、加賀温泉
バス、北鉄能登バス、北鉄奥能登バス）

※ただし、座席料の収受が発生する特急・急行バス区
間、高速バス、定期観光バス、城下まち金沢周遊、ふ
ら とバス 臨時輸送バス等は除く 以上の人（ただし、自主返納

した日から1年間）

, 円で購入
（市が2,000円助成）らっとバス、臨時輸送バス等は除く

シルバー定期料金

： 1ヵ月 7,000円

2ヵ月 14 000円2ヵ月 14,000円

3ヵ月 20,000円
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（２）交流人口の回遊性向上のための取組み（①イベントの開催）に関連する事例

４．駅から歩くウォークラリー「えきぽ」（関連事業主体：JR東日本八王子支社） 出典：JR東日本 えきねっと

駅周辺の回遊性向上のために スマホを活用したウォ クラリ を実施する

中央線沿線を中心とした駅から始まるオススメのウォーキングコー

スやハイキングコースを、携帯電話で位置情報（通過ポイント）を取

駅周辺の回遊性向上のために、スマホを活用したウォークラリーを実施する

スや イキング スを、携帯電話で位置情報（通過ポイント）を取

得しながら楽しむウォークラリー

各コースに予め設定されたスポット全ての位置情報（通過ポイント）

を取得することで、コース踏破が記録される。1コース踏破する毎にを取得する とで、 踏破が記録される。 踏破する毎に

スタート駅の『駅スタンプ画像』がプレゼントされる。



取組み内容： ２．沿線サービスの充実 16

（２）交流人口の回遊性向上のための取組み（②鉄道と集客施設とのパッケージ施策）に関連する事例

５．メトロ＆ぐるっとパス、都営deぐるっとパス（関連事業主体：東京都歴史文化財団、東京メトロ東京都交通局）

出典：公益財団法人東京都歴史文化財団、東京メトロ、東京都交通局HP

東京・ミュージアム ぐるっとパス2013
づ

メトロ＆ぐるっとパス、都営deぐるっとパス
東京メト 都営交通 それぞれの「 日乗車券 （

複数の美術館と鉄道会社が連携して、お得なパスを発行する

都内77施設の入場券または割引券がつづられたチ
ケットブック
企画：公益財団法人東京都歴史文化財団
対象施設：都内77の美術館・博物館・動物園・水族

東京メトロ、都営交通、それぞれの「一日乗車券」（2
枚）と「ぐるっとパス2013」のセット商品を発売
・東京メトロ版→「メトロ＆ぐるっとパス」
・都営交通版→「都営deぐるっとパス」対象施設 都 美術館 博物館 動物園 水族

園・植物園（各施設指定の展示を1回ずつ利用可能）
販売場所：ぐるっとパスの全77対象施設の窓口等
販売価格：2,000円（大人料金のみ）
販売期間：平成25年4月1日～平成26年1月31日

販売場所：東京メトロ、都営交通の指定の駅窓口お
よび地下鉄博物館で購入可能（地下鉄博物館では「
メトロ＆ぐるっとパス」のみの販売）
販売価格：2 800円（大人料金のみ）販売期間：平成25年4月1日 平成26年1月31日

有効期間：最初に利用した日から2ヶ月間（ただし最
終有効期限は平成26年3月31日）

販売価格：2,800円（大人料金のみ）
有効期限：一日乗車券は2013年4月1日から2014年3
月31日までのうち各々1日限り。ぐるっとパスは最初
に利用した日から2ヶ月間（ただし最終有効期限は平
成26年3月31日）成26年3月31日）

メトロ＆ぐるっとパス 都営deぐるっとパス



取組み内容： ２．沿線サービスの充実 17

（２）交流人口の回遊性向上のための取組み（②鉄道と集客施設とのパッケージ施策）に関連する事例

６．せとまち × manaca（関連事業主体：瀬戸まちづくり(株) 、瀬戸市商店街連合会） 出典：瀬戸まちづくり株式会社HP

まちづくり組織が行政・鉄道事業者と協力して ICカードを活用した回遊性向上の取組みを行うまちづくり組織が行政・鉄道事業者と協力して、ICカードを活用した回遊性向上の取組みを行う

瀬戸まちづくり（株）と瀬戸市商店街連合会がmanaca

を活用して商店街活性化と観光振興を目指す

manacaで買物をするとポイントが通常の10倍たまる

協力企業：名古屋鉄道（株）、瀬戸商工会議所、瀬戸

市まるっとミュージアム・観光協会、瀬戸市

銀座通り商店街 尾張屋 ギャラリ もゆ 中国雑貨 華蔵 かわらばん

「せとまち×manaca」加盟店でmanacaをご利用いただくと「名鉄たま
ルン」ポイントが10倍たまります！
（※通常は200円で1ポイントのところ、期間中は200円で10ポイント）

・銀座通り商店街：尾張屋、ギャラリーもゆ、中国雑貨 華蔵、かわらばん
家、瀬戸もやい処
・中央通商店街：おもだか屋、招き猫ミュージアム、鐘忠陶器、山惣陶器
・せと末広商店街：サンワフード末広店、らくちん、双葉屋
・パルティせと：Ｇ．クレープ、和布堂、瀬戸焼そば 八方招き



取組み内容： ２．沿線サービスの充実 18

（２）交流人口の回遊性向上のための取組み（③鉄道と2次交通とのパッケージ施策）に関連する事例

７．堺eco観光（関連事業主体：堺市・ＪＲ西日本・南海電鉄・阪堺電気軌道） 出典：公益社団法人堺観光コンベンション協会 HP

行政と複数鉄道事業者の連携による 鉄道 散策 サイク行政と複数鉄道事業者の連携による、鉄道・散策・サイク

リングに着目した回遊性向上のための取組みを行う

「堺eco観光」とは 平成21年6月よりスタートした環境に優しい鉄道と「堺eco観光」とは、平成21年6月よりスタートした環境に優しい鉄道と
散策・サイクリングに着目した観光を推進する取組み。
コース：堺の歴史をテーマにした３コース。ＪＲ堺市駅から南海中百
舌鳥駅間の仁徳陵古墳や大仙公園などを巡る「古代編」、南海七道
駅からＪＲ百舌鳥駅までの鉄砲鍛冶屋敷や千利休屋敷跡を訪ねる「駅からＪＲ百舌鳥駅までの鉄砲鍛冶屋敷や千利休屋敷跡を訪ねる「
中近世編」の２つの散策コースと、南海堺駅からＪＲ百舌鳥駅まで市
内の史跡などを巡るサイクリングコース。
各コースの発着駅や主要駅、市内の観光案内所に「駅からｅｃｏマッ
プ」を設置。マップを持参するとレンタサイクル利用料や施設入館料
などを割り引く特典を用意。
特典内容
• 堺観光レンタサイクル 300円→240円堺観光レンタサイクル 300円 240円
• 「堺市茶室・伸庵」での呈茶 300円→240円
• 自転車博物館入館料 300円→240円
• 南宗寺拝観料 400円→300円
• 妙國寺拝観料 400円→300円• 妙國寺拝観料 400円→300円
• 大仙公園 日本庭園入場料 200円→160円



取組み内容： ２．沿線サービスの充実 19

（２）交流人口の回遊性向上のための取組み（③鉄道と2次交通とのパッケージ施策）に関連する事例

８．レール＆レンタカーきっぷ（関連事業主体：株式会社 駅レンタカーシステム）出典：JR駅レンタカー

駅周辺の回遊性向上のために レンタカー事業者と連携して鉄道運賃割引を行う

JRと駅レンタカーを組み合わせたきっぷ。ご利用条
件を満たせば、同乗者全員のJR線乗車券が20％割
引・特急料金やグリーン料金等が10％割引で利用可

駅周辺の回遊性向上のために、レンタカ 事業者と連携して鉄道運賃割引を行う

引 特急料金やグリ ン料金等が10％割引で利用可
能。
発売場所：JRの主な駅、旅行センター及び主な旅行
会社
事業主体：株式会社 駅レンタカーシステム（JR旅客事業主体：株式会社 駅レンタカ システム（JR旅客
会社（6社）：50％）
業務提携会社：トヨタ自動車（株）、（株）日産カーレン
タルソリューション、ニッポンレンタカーサービス（株）
、タイムズモビリティネットワークス（株）、オリックス自、タイムズモビリティネットワ クス（株）、オリックス自
動車（株）、MMCダイヤモンドファイナンス（株）、（株）
イデックスオート・ジャパン

通常料金



取組みの事例

総合的な取り組み

（ ブ デ グ（１．ブランディング・ＰＲ
＋

２ 沿線サービスの充実）２．沿線サービスの充実）



「住みかえ」およびブランディング・PR情報の発信 （一部再掲） 21

東急のまちづくり・ブランディング・PR（関連事業主体：東急電鉄） 出典：東急電鉄HP 等

住みかえを軸とした沿線まちづくりを推進し、同時に沿線

のイメージ・情報を発信している

ブランディング・PR
のイメージ・情報を発信している

「住みかえ」を軸にした各種事業メニュ の拡充
まちづくり（住みかえ）

「住みかえ」を軸にした各種事業メニューの拡充
沿線の成熟化につれて、お住まいの皆さまの価値観やライフスタイルも

変化しています。当社ではそのような変化に対応するべく、住まいと暮

らしに関連する事業メニューを、「住みかえ」を軸に拡充していくことで、

沿線価値を向上させながら、収益基盤を強化していくことを不動産事業

戦略の中核に掲げています。若年世代からシニア世代までが、安心し

て住むことができる環境づくりを行うことで、「住みたい街・住み続けた

い街・東急線沿線」を目指していきます。い街 東急線沿線」を目指していきます。

若年世代向け住宅

◆賃貸住宅事業

「スタイリオ（STYLIO）」・

子育て世代向け住宅

◆マンション事業

「ドレッセ」

シニア世代向け住宅

◆シニア住宅事業

「東急ウェリナ」：2010「スタイリオ（STYLIO）」・

「TOP-PRIDE」
「ドレッセ」

◆戸建て住宅事業

「ノイエ」

◆リノベーション事業

「東急ウェリナ」：2010

年9月「東急ウェリナ大

岡山」が開業
スタイリオ妙蓮寺

「ア・ラ・イエ」



周遊切符の発行および沿線観光・イベント情報の発信 22

トライアングルチケット（関連事業主体：東急電鉄） 出典：東急電鉄HP 等

鉄道事業者の周遊きっぷを企画し、さらに回遊性向上のためのまちの情報発信も併せて行う

「トライアングルチケット」は渋谷～二子玉川～自由が丘を結ぶエリアで乗り降り自由の一日乗車券
沿線地域の魅力向上のための情報発信、沿線地域の利便性向上のための沿線ンサービスの充実、両方に
ついて取り組んでいる。

回遊性の向上沿線サービスの充実

周遊きっぷの企画・発行 周遊きっぷを用いてまちの回遊性を向上させるための情報発信周遊き ぷ 画 発行 周遊き ぷを用 まち 回遊性を向 さ る 情報発信

出典：トライアングルエリアでしかできない19のこと、出典：東急電鉄
TimeOut Tokyo

出典 東急電鉄



次世代郊外まちづくりの推進 23

「次世代郊外まちづくり」の推進に関する協定（関連事業主体：横浜市、東急電鉄）出典：次世代郊外まちづくり
プロジェクトHP 等

行政と鉄道事業者が連携して、郊外住宅地の再生型まちづくりに取り組む

横浜市と東急電鉄は、共同で次世代に引き継ぐ「郊外住宅
地の再生型まちづくり」の取組に着手することで合意し、「次
世代郊外まちづくり」の推進に関する協定を締結

目的：郊外住宅地における様々な課題の顕在化への危機感を共有し、次世
代へ引き継ぐまちづくりを共同で推進
取組み事項
①地域の交通、医療、介護、子育て支援をはじめとする暮らしやコミュニティを
支えるイ ラ ネ ト クづくりに関する事項支えるインフラ・ネットワークづくりに関する事項
②老朽化団地・戸建て住宅地の再生等に関する事項
③環境重視のまちづくりの推進に関する事項
④防犯・防災対策の推進に関する事項 など
対象エリア：東急田園都市線沿線の郊外住宅地を対象とし 地域の皆様を

←次世代郊外まちづくり
基本構想2013の策定対象エリア：東急田園都市線沿線の郊外住宅地を対象とし、地域の皆様を

はじめ関係する諸団体と協議のうえ、モデル地区を選定
（第1号モデル地区：たまプラーザ駅北側地区）
協定有効期間：5年間（平成24年4月18日～平成29年3月末日）

基本構想2013の策定



連携施策のイメージ（案）



取組み内容： １．ブランディング・PR 25

ブランディング・ PRでは、沿線のブランドイメージを向上させ、既に沿線地域が有している良さを効果的にPR

する施策を検討する。

取組みの方向性

（１）沿線生活のブランディング 情報発信

沿線地域の持つ良さ（住みやすさ、観光資源、高質の施設など）を、昨年度のアンケート調査結果や地方公

1．ブランディング・ PR
（１）沿線生活のブランディング・情報発信

（２）沿線観光・イベントの企画・情報発信

沿線地域 持 良さ（住みやすさ、観光資源、高質 施設な ）を、昨年度 アンケ 調査結果や地方公

共団体及び鉄道事業者の知見などを踏まえて体系的に整理し、情報発信のベースづくりをする。

→ 昨年度のアンケート調査では、沿線のイメージや良さについて知見を得ることができた。また、イベント・祭りに

よる月別入込者数を通して沿線の観光ポテンシャルを把握することができた。昨年度の知見を踏まえて情報

発信のベースづくりに取り組む。

連携と方針（案）

連携 コンテンツの検討 情報発信（コミ ニケ シ ン）連携 コンテンツの検討 情報発信（コミュニケーション）

沿線全体の情報を発信する
ために地方公共団体及び鉄
道事業者等が連携し 沿線

沿線地域の持つ良さ（魅力）

を体系的に整理し、沿線全体

のブランディングやイベントの

沿線全体での統一感をもた
せ、ターゲットを意識し、紙媒
体、グッズ、広告、インターネ

道事業者等が連携し、沿線
のイメージアップのためのブ
ランディング、沿線のPRなど
を行う。

のブランディングやイベントの

企画等とあわせ、情報発信の

ベースづくりを行う。

体、グッズ、広告、インタ ネ
ット（WEBサイト、SNS等）など
多様なメディアやツールを活
用しつつ、ニーズに応じた情
報発信を行う

を行う。
報発信を行う。
※一方的な発信に留まらず、沿線住民自ら
の情報発信が可能とする仕組みづくり等も
考えられる。



沿線におけるブランディング・PRの連携施策イメージ（案） 26

沿線全体の魅力向上のためのブランディング・PRについて、地方公共団体と鉄道事業者等が一体となって取組

み、施策を検討する。

目的

施策イメージ（案）

施策イメージ（案） 今後の検討課題

複数の複数の

沿線生活のブランディング沿線生活のブランディング
・沿線ライフのPR（キャッチコピー・
キャッチフレーズを活用）

・住まいの情報

• 実施内容の検討：沿線の良

さ、強みについて意見を整理

し、ブランディング・PRに必

要な内容の概要について検

連携の連携の

地方公共
団体
地方公共
団体

情報発信情報発信
ホ ムペ ジ

・医療施設、文化施設・教育施設等
の情報

・商店街活性化のための情報

・子育て支援情報 等

要な内容の概要について検

討する。

• 実施体制の検討：連携組織

のあり方、実施主体、役割分連携の連携の
しくみしくみ

商工会・
商店街・
商工会・
商店街・

鉄道
事業者
鉄道
事業者

・ホームページ

・SNS

・ガイドブック 等
沿線観光・イベントの企画沿線観光・イベントの企画
・文化・歴史の紹介

のあり方、実施主体、役割分

担などについて検討する。

• 実施方法の検討：情報発信

するメディアの種類および運商店街
NPO等
商店街
NPO等

事業者事業者 ・観光資源の整理

・観光施設へのアクセス

・周遊のモデルプラン

・イベント・まつり情報

グルメ情報 等

コミュニケーションコミュニケーション
・連携組織のメンバーも各
自情報提供可能
・沿線住民含む不特定多数

営方法、紹介する内容の項

目について検討する（コンセ

プト段階）。
・グルメ情報 等 ・沿線住民含む不特定多数

の口コミを活用 • 段階整備の検討：短・中・長

期の施策



取組み内容： ２．沿線サービスの充実 27

沿線サービスの充実では、沿線まちづくりの軸となる鉄道を最大限活用し、生活サービスの質を向上

取組みの方向性

させ、沿線内の回遊性を向上させるための施策を検討する。

2．沿線サービスの充実
（１）生活サービスの質の向上のための取組み

（ ）交流人 回遊性向上 ため 取組み

分散立地されている生活サービス施設又は観光施設をグループ化し、様々な施設を回遊させる仕組

みをつくる。

（２）交流人口の回遊性向上のための取組み

みを くる。

連携と方針（案）

連携 動線を意識した施設分類 回遊性の向上連携 動線を意識した施設分類 回遊性の向上

沿線全体の移動の質を向上

させるために地方公共団体

及び鉄道事業者等が連携し

分散立地されている生活サ

ービス施設又は観光施設を、

利用者の動線を踏まえて分

各グループに立地する複数

の施設を対象に、移動の質

を向上させるために 生活サ及び鉄道事業者等が連携し

、まとまりのあるエリアにおけ

る利便性向上を図る。

利用者の動線を踏まえて分

類し、グループごとに回遊性

を向上させるための施策を検

討する。

を向上させるために、生活サ

ービス施設又は観光施設間

の回遊性を向上させる施策

を検討する。討する。 を検討する。



沿線における沿線サービスの充実のための連携施策イメージ（案） 28

沿線全体の魅力向上のための生活サービスの質の向上または交流人口の回遊性向上について、地方公共団

体と鉄道事業者等が一体となって取組み、施策を検討する。

目的

施策検討

実施内容の検討：沿線に必要な施策を検討

する
※想定される施策

する。

実施体制の検討：連携組織のあり方、実施

主体、役割分担などについて検討する。

実施方法の検討：施策の概要、運営方法に

・鉄道の周遊切符
・パークアンドライド（P&R）：大型商業施設との連携
・サイクリングトレイン/コミュニティサイクル
・保育ステーション実施方法の検討：施策の概要、運営方法に

ついて検討する（コンセプト段階）。

段階整備の検討：短・中・長期の施策

施策イメージ

保育 テ ション
・既存路線の再編、乗換の利便性向上を含む 等

施策イメ ジ
観光スポット

周遊バス周遊バス
商業施設

サイクル
トレイン
サイクル
トレイン鉄道の

周遊切符
鉄道の
周遊切符

鉄道

コミュニティサ
イクル

コミュニティサ
イクル 保育ステ保育ステ

 

P 
駅（商業拠点） 駅（公益施設拠点） 駅（医療施設拠点）

 

P  

P 

行政界

イクルイクル 保育ステー
ション

保育ステー
ション P&RP&R

地方公共団体A 地方公共団体B 地方公共団体C



※参考：沿線地域の連携施策の主体別の想定される効果 29

連携施策 施策内容

（事例等から）

主体別のメリット

地方自治体 鉄道事業者 商業事業者等

沿線全体の
ブランディ
ング・ＰＲ

・地域のブランディング
情報の発信

・地域魅力・イメージ
向上

・交流人口増加

定住人口の増加

・鉄道利用者の増加

・商業店舗等の
利用者増加

・定住人口の増加

・観光情報発信

・インフォメーションセ
ンター

・観光利用者の増加 ・観光施設利用
者増加

ンタ

沿線サービ
スの向上

・Ｐ＆Ｒ、商業施設との
連携

・鉄道駅へのアクセス
性向上

・自動車利用の抑制

・駅及び駅周辺利用者
の向上

・鉄道利用者の増加

・駅周辺商業利
用者数の増加

・回遊性の向上

（バス路線、レンタサイ
クル、企画切符など）

・鉄道利用の観光施設
等の利用者増加

・来訪者に対するサー
ビス向上

・来訪者増加に伴う鉄
道利用者の増加

・観光施設利用
者増加

・商業店舗等の
利用者増加ビス向上 利用者増加

・駅における生活サービ
ス施設立地と連携

・沿線居住者の生活サ
ービス機能の向上

・定住人口の増加

・駅周辺居住者増加に
伴う鉄道利用者増加

定住人 増



※参考：平成24年度第3回勉強会より
小田急小田原線を選んだ理由、住んでみて気づいた点／観光客数
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◆地域を選んだ理由（ＷＥＢアンケート）

小田原線沿線では、通勤の利便性、複数路線の利用、自然環境などに対する評価が高い。

N=20 219

住居費が
安い

物価が
安い

通勤に
便利で
ある

都心に
行きや
すい

複数の
鉄道路
線が使
える

始発駅
である

鉄道・バ
スの本
数が多
い

街並み
がきれ
い

閑静な
住宅地
である

沿線の
雰囲気
が好き

まちに
活気が
ある

商業施
設が充
実して
いる

飲食店
が充実
している

医療施
設が充
実して
いる

高齢者
支援施
設が充
実して
いる

沿線に
良い学
校があ
る

学習環
境が良
い

公園が
多い

自然環
境が豊
か

治安ま
たは防
災面で
良い

生まれ
た土地
だから

その他

小田原線 5 21 1 3 9 17 8 13 4 12 20 7 16 14 22 19 18 10 2 11 6 15
田園都市線 14 21 2 1 11 20 9 6 3 4 16 10 18 13 22 17 12 7 5 8 15 19

N=20,219

◆地域に住んでみて気づいた点（ＷＥＢアンケート）

小田原線沿線では、複数路線の利用、公共交通の本数、自然環境などに対する評価が高い。

田園都市線 14 21 2 1 11 20 9 6 3 4 16 10 18 13 22 17 12 7 5 8 15 19
平均 6.5 14.5 1.4 2.6 9.8 16.6 9.7 13.1 4.1 11.6 17.6 8.9 15.6 13.6 21.2 19.4 17.4 9.1 6.1 11.9 8.9 11.3
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土地だ
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その他

小田原線 14 14 3 2 6 18 9 16 4 12 17 5 11 10 22 20 19 7 1 8 13 21
田園都市線 21 17 5 1 14 19 8 6 2 7 16 11 14 10 20 13 12 4 3 9 17 22

N=20,219

0 20 40 60 80 100

1月

2月

3月

万人

◆イベント・祭りによる月別入込者数

小田原線沿線には年間約700万人※の観光客が訪れており

田園都市線 21 17 5 1 14 19 8 6 2 7 16 11 14 10 20 13 12 4 3 9 17 22
平均 14.5 10.1 2.9 1.9 9.3 15.9 9.6 14.1 3.8 12.3 16.9 7.4 12.6 9.1 20.7 19.2 17.1 6.3 3.7 10.2 13.1 19.2

3月

4月

5月

6月

7月

8月

年間約700万人※
小田原線沿線には年間約700万人※の観光客が訪れており、
イベント等は2月、4～5月、8～11月に集中している。

※年間入込客数は年中イベントの入込客数込みであり、月別入込者数は年
中イベントの入込客数抜きである。月別入込者数のうち、小田原市分は一

9月

10月

11月

12月

(資料）自治体提供資料より

部のイベントのみを対象としている。


